
春号特集●「中津川ウォーカー Nakatsugawa Walker」
知っているようで知らなかった中津川。

冨田進教授のおすすめ中津川／中津川市鉱物博物館
CGU MESSAGE●日中文化交流の橋渡し 中京学院大学・薛鳴教授

平成の越県合併記念●新しい中津川、馬籠宿を巡る。

面白探検隊●蕎麦を味わう。

中津川発ホットスポット●土岐プレミアム・アウトレット／愛知万博
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知っているようで知らなかった中津川

鈴木梨絵さん（22才）
中京学院大学経営学部経営学科
卒業論文：三井金属グループ・ユアソフ
トERPパッケージの営業方法について
就職先：株式会社ユアソフト（三井金属
企業グループ）
大学の思い出：大学祭の出し物、プリ
ンの販売が大学で１位になったこと。

春号
特集

今回は、中京学院大学経営学部
経営学科を卒業されたお二人に
SARASAの記者になっていただ
き、中津川の隠れた魅力をお届け
すべく、頑張っていただきました。

「楽しい学園生活」

江戸から訪れた侍が宿場に住みついた
ことで始まった、栗きんとんの「すや」。
商いに精をだし、かつての宿場を豊かに
した間家。歌人山上憶良が神社を築い
た女夫岩など、見所が満載の中津川宿。
市内の本町･横町･下町近辺には卯建（うだ
つ）の上がった家々が見られる。卯建は
火事での類焼を防ぐため、隣家との境に

高い壁を設け、その上に小屋根を置いた
物のこと。街道筋の旅籠や商屋など、
裕福な家にしか見られない物だったことか
ら「うだつが上がらない」の語源にもなっ
ている。昔は中津川宿で多く見られた卯
建も、時の流れとともに減ってきてしま
っている。町をぶらりと散策するなら、
すこしだけ上を見上げて歩いてみよう。

中京学院大学経営学部経営学科
卒業論文：トヨタ自動車の生産方式に
ついての研究
就職先：ユニオン機工株式会社
大学の思い出：同じゼミの女子10人で
グアムへ卒業旅行に行ったこと。

長瀬育子さん（22才）

触れよう！知ろう！伝統の中津川宿
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中津川宿散策ルートMAP
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中津川宿往来庭

2 間家大正の蔵

4 四ツ目川橋

5
中津川市中山道
歴史資料館

6
はざま酒造株式会社　
蔵元ギャラリー
酒游館

Nakatsugawa
Walker 

め おと

慶長7年（1602）に江戸幕府によって制定された中山道。
鉄道や国道などの整備や、合併など、時代の移り変わりとともに、その姿を変えてきた。
しかし、観光名所として、また市民の憩いの場として、今も昔の面影を残している。
今回は中津川の街に残る、歴史の軌跡をたどる。

何気なく過ごしている自分達の街。
いつもは気にもとめない場所やモノにも、必ず歴史がある。
「この建物はいつからあったのだろう?」
「このオブジェは何のために造られたのだろう?」
そんな疑問をちょっと持って歩けば、街もいつもと変わって見える。
新しい街の姿も見えてくる。

古くをしのばせる卯建（うだつ）
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中津川の宿場町で５代続く蔵
元、はざま酒造。200年前の酒
造場を改修したギャラリーには、
恵那山の清らかな水と蔵人の腕
が産み出した銘酒がずらりと並
んでいる。中でもおすすめなの
が吟醸の五味饗宴と、純米吟醸
の恵那山。こちらはギャラリー内
のきき酒コーナーにて試飲でき
るので、自分の好みに合うかぜ
ひ確かめてみて。また4月には蔵

内で熟成させた原酒をそのまま
瓶詰めした「旬」の原酒を販売。
酒職人しか味わえなかった季節
の銘酒を堪能あれ。
＊4月23日に予約締め切りなの
で、お電話はお早めに。

旧中山道に佇む和菓子の老舗
「すや」。創業から300年とその
歴史は深いが、本格的に和菓子
をはじめたのは七代目から。も
ともとはお酢屋さんだったという
から驚き。栗きんとん（10個入2100
円季節限定）や栗こごり（6個入
1365円）など、地元特産の良質
な栗を使った菓子が知られてい
る。ひとつひとつ職人がていね
いに手作業でこしらえている。
最近では、春から夏にかけての

新たな名物として、そばせん（30
枚入735円）やそばまん（10個入
1207円）など、蕎麦が材料の菓
子に力を注いでいる。美濃の豊
かな自然が生んだ、素朴な味わ
いが人気を呼んでいる。

住所　中津川市本町4-1-51
TEL 0573-65-4106
営業時間　10:00～17:00 年中無休

住所　中津川市新町2-40
TEL 0573-65-2078

0573-66-2636
営業時間　8:00～20:00 水曜定休
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中津川の豪商として名高い間家
の倉庫。古さでは県下で5本の指
に入るほどの貴重なものであり、
市の有形文化財に指定されている。
近代的工法の過渡期といわれる大
正6年に建てられ、蔵は鉄筋コン
クリートと壁式の混合構造。壁面に
は煉瓦を張りつけるといった、当時
では斬新な作りが見受けられる。

間家大正の蔵
はざまけたいしょうのくら 宿場の中央を流れる四ツ目川。たびたび

氾濫するこの川に架けられていた四ツ目川
橋も、当時のイメージをそのままに改修さ
れている。橋の上から眺めるゆるやかな水
の流れは心なごむことうけあい。また川沿
いにはちょっとした散歩道もある。

四ツ目川橋

中山道の街道筋にあたる「けや
きもーる新町」に作られた新スポ
ット。御影石を敷き、酒屋や庄屋
など卯建のある家をモチーフに、
当時のおもむきを現代風にアレン
ジした憩いの場。中央に立つ土蔵
風の建物からは招き猫が飛び出
し、訪れた人をおみくじで占うと
いうユニークなカラクリもある。小
スペースながら、中津川の魅力が
凝縮されている場所。

往来庭

中津川市の重要な古文書、公文書等
の記録類を収集し保存している。市民
共有の記憶遺産として収蔵資料を広く
公開し、市民や観光客に中津川市の成
り立ちを広める場として整備された。
外観は街並みと調和するよう和風を基
本にし、現代的な機能美を融合したデ
ザインである。

中津川市
中山道歴史資料館

はざま酒造株式会社　
蔵元ギャラリー 酒游館しゅゆうかん
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吟醸酒「初恋の道」をまずはひとくち。
甘口で飲みやすいとかなり好評。

貯蔵タンクから直接一升ビンにお酒
を注ぐ、瓶詰め作業を体験中の2人。

中津川宿の老舗探訪

宿場に連綿と続く蔵元の地酒を味わう。

すや本店

「今までのお土産は、
栗きんとんが定番でした。
今度から蕎麦せんべいも

自慢します」
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中津川宿の老舗探訪

春から夏にかけての新名物、蕎麦の菓子。

「吟醸酒は、とっても
フルーティーでメロン
みたいな味。何杯も
飲めそう」

遠くに恵那山が見える。
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●長久手会場
3月25日～4月25日　9:30～21:30
4月26日～9月25日　9:00～22:00

●瀬戸会場
3月25日～4月25日　9:30～17:30
4月26日～7月19日　9:00～18:00
7月20日～8月31日　9:00～19:00
9月 1日～9月25日　9:00～18:00

中京学院大学の鈴木さんのおすすめスポットが本町公園。この
公園には昭和14年から昭和46年まで中津川を走っていたSL（D51
266号機）が保存されている。「デゴイチ」の愛称で親しまれている。
「人間の創った機械のうちで、もっとも生物に近い機械である」と
賞されるほどの馬力があり、走行距離は2463532.1kmにもおよぶ。
鈴木さんはソフトボールクラブに所属し、体力作りを兼ねて学校
まで歩いて通っていた途中でこのSLを発見した。SLは今でもボ
ランティアの方々の手入れを受けており、大切に保存されている。

「桃山公園」 女夫岩でデートすると結ばれるで
しょう。
学業運＝○　金運＝◎　健康運＝△　恋愛運＝◎
ラッキーアイテム＝デジカメ

牡羊座
3.21-4.20

「中津川駅」 出かける前に身だしなみをチェッ
ク。鏡を用意しておくこと。
学業運＝△　金運＝△　健康運＝◎　恋愛運＝○　
ラッキーアイテム＝新しい財布

牡牛座
4.21-5.21

「夜明けの森」 頭を悩ませることがあったら、
まずは寝て忘れること。枕を新しくしましょう。
学業運＝×　金運＝×　健康運＝×　恋愛運＝△
ラッキーアイテム＝ペットボトル

双子座
5.22-6.21

「落合の石畳」 計画を立てることが大切。将来
について考えましょう。
学業運＝○　金運＝○　健康運＝○　恋愛運＝◎
ラッキーアイテム＝スケジュール帳

蟹座
6.22-7.22

「恵那山ウエストン公園」 身体を鍛えましょう。
健全な肉体づくりをスタート。
学業運＝○　金運＝○　健康運＝△　恋愛運＝◎
ラッキーアイテム＝新しい靴下

獅子座
7.23-8.22

「手賀野公園」学校に来る途中に休憩しましょう。
読書にもいい場所です。
学業運＝◎　金運＝△　健康運＝○　恋愛運＝○
ラッキーアイテム＝文庫本

乙女座
8.23-9.23

「ミニ中山道」 一人になって人生について考え
ましょう。欲望を捨てると見えてくるものがあります。
学業運＝◎　金運＝○　健康運＝○　恋愛運＝△
ラッキーアイテム＝指輪

天秤座
9.24-10.23

「根の上高原」 グループでワイワイ楽しみまし
ょう。新しいお友達を見つけましょう。
学業運＝△　金運＝△　健康運＝×　恋愛運＝○
ラッキーアイテム＝黄色いハンカチ

蠍座
10.24-11.22

「間家大正の蔵」 忘れていることがあります。
原点に戻りましょう。
学業運＝△　金運＝△　健康運＝△　恋愛運＝×
ラッキーアイテム＝青い傘

射手座
11.23-12.21

「旧庄屋屋敷」 黒い犬と出会うといいことがあ
るでしょう。
学業運＝△　金運＝×　健康運＝○　恋愛運＝×
ラッキーアイテム＝ペットフード

山羊座
12.22-1.20

「子野の石仏」 年上の人と仲良くしましょう。
学ぶべき点が多くあります。
学業運＝○　金運＝△　健康運＝○　恋愛運＝○
ラッキーアイテム＝辞書

水瓶座
1.21-2.18

「鉱物博物館」 自然と接しましょう。特に石を
見ると好運になれるでしょう。
学業運＝◎　金運＝△　健康運＝△　恋愛運＝×
ラッキーアイテム＝消しゴム

魚座
2.19-3.20

◎＝絶好調　○＝普通　△＝注意　×＝危険

本町公園

中津川発スポットHOT SPOT

CGU開運占い☆☆☆「中津川ウォーカー」特集ということで、中津川の好運を呼ぶ場所を占いました。

中津川面白スポット

女夫岩公園内にひっそりと佇む
巨石。仲むつまじく寄り添う岩は
日本中に数多くあるが、ここ中津
川の夫婦岩は一味ちがう。高さ8メ
ートルの夫岩と4メートルの女岩は、
どちらも男女のシンボルの形をし
ているのである。そのむかし、歌
人山上憶良がこの二石を国生みの
夫婦神であるイザナギとイザナミ
に見立て、ここに女夫岩神社を建
てたのが起源だと言われている。

女夫岩めおといわ

長久手会場
＜電車＞
○中津川駅～「JR中央線」～高蔵寺駅～
「愛知環状鉄道」～万博八草駅～「シャト
ルバス」～長久手会場
○中津川駅～「JR中央線」～高蔵寺駅～
「愛知環状鉄道」～万博八草駅～「リニモ」
～万博会場駅
＜車＞
中津川IC～「中央自動車道」～土岐JCT
～「東海環状道」～豊田藤岡IC～藤岡駐
車場～「シャトルバス」～長久手会場

瀬戸会場
＜電車＞
○中津川駅～「JR中央線」～高蔵寺駅～
「愛知環状鉄道」～万博八草駅～「シャト
ルバス」～瀬戸会場

※ 愛・地球博会場周辺３km以内はマイカ
ーでの生活道路の通行禁止規制がひかれ
ている。長久手会場へは駐車場から無料
で出ているシャトルバスで行くことができる。

＜シャトルバス利用可能駐車場＞
名古屋空港駐車場　尾張旭駐車場　長久
手駐車場　ながくて南駐車場　藤岡駐車
場　三好駐車場

長久手会場では伝統の技と最先端技
術、世界の文化と祭りなど豊かな地球
交流を体感することができ、「グロー
バル・コモン」と「グローバル・ルー
プ」を基本骨格に構成されている。瀬
戸会場は豊かな自然に囲まれており、
自然と人、自然の叡智といった愛知万
博の原点をテーマに扱ったゾーンだ。

愛知万博（愛・地球博）この春、土岐にオープンしたプレミアム・アウトレット。
そして世界から注目を集める愛・地球博が開幕。
中津川はそんな二つのスポットに向かうのに
ベストポジションに位置している。
そこで中津川からのアクセス方法を紹介。

data

access

土岐プレミアム・アウトレット
コロラドの町並みをイメ
ージとして建設された、美
しい施設。その中には若者
に人気のセレクトショップ
「ＢＥＡＭＳ」をはじめ衣料、
飲食店など85店が入ってい
る。VIPショッパークラブに
登録（無料）すると、イベン
トやセールの情報、また特
典満載のクーポンシートを
手に入れることも可能。

岐阜県土岐市土岐プラズマ・リサーチパーク４街区１
0572-53-3160（テープ案内のみ）
物販・フードコート／10:00～20:00（7～8月は21:00まで）
レストラン／11:00～21:00（7～8月は22:00まで）
カフェ／9:30～20:00（7～8月は21:00まで）

access

＜電車＞中津川駅～「JR中央線」～土岐市駅下車～「路線バス」
＜車＞中津川IC～「中央自動車道」～土岐IC
※ 無料駐車場2400台収容可能
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電車・バスの場合 
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使
っ
た
山
菜
そ
ば（
1

0
0
0
円
）も
お
す
す
め
。

中
津
川
の
蕎
麦

北
へ
行
く
飛
騨
路
と
西
へ
の
美
濃
路

（
中
山
道
）
と
が
交
差
す
る
中
津
川
。

江
戸
時
代
、
尾
張
藩
の
下
、
用
材
の
集

散
地
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
た
た
め
、
江
戸
や
、
信
州
蕎
麦
の
発

祥
の
地
、
本
山
宿
か
ら
蕎
麦
の
文
化
が

伝
わ
っ
た
。
現
在
で
は
阿
木
地
区
で
蕎

麦
を
栽
培
す
る
よ
う
に
な
り
「
ぎ
ふ
ク

リ
ー
ン
農
業
」「
中
津
川
市
元
気
な
や

る
気
農
業
者
」
な
ど
の
認
定
を
受
け
る

よ
う
に
な
っ
た
。
中
津
川
市
の
蕎
麦
や

饅
頭
の
原
料
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

細
い
蕎
麦
の
底
力

蕎
麦
に
は
タ
ン
パ
ク
質
や
ビ
タ
ミ
ン

B
、
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
、
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど

が
豊
富
に
含
ま
れ
て
お
り
、
美
容
と
健

康
、
老
化
防
止
、
そ
し
て
記
憶
力
の
強

化
な
ど
に
効
果
的
と
言
わ
れ
て
い
る
。

カ
ロ
リ
ー
が
低
く
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が

良
い
こ
と
か
ら
ヘ
ル
シ
ー
な
ダ
イ
エ
ッ

ト
食
品
と
し
て
も
最
適
だ
。

健
康
に
も
美
容
に
も
良
い
蕎
麦
。

中
津
川
市
阿
木
で
は
蕎
麦
の
生
産
を
は
じ
め

手
打
ち
蕎
麦
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
定
期
的
に
開
催
し
て
い
る
。

今
回
は
そ
ん
な
阿
木
産
の
蕎
麦
粉
を
使
っ
た
、

美
味
し
い
蕎
麦
屋
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
。こ

だ
わ
り
満
載
の

老
舗
蕎
麦
屋

生
蕎
麦
・
う
ど
ん
・
お
料
理

更
科
本
店

お店の定番メニューのざるそば。地元阿木産の蕎麦粉を使用。

麺は細めで喉ごし抜
群。あっという間に食
べ終えてしまう。

おかみの久子さん。
毎日テキパキとお店
を切り盛りしている。

玄蕎麦を石臼で自家製粉するので香
りの良い濃い色の蕎麦粉ができる。

木曽桧造りで落ち着いた店内。休日のお昼頃
には外に行列のできることも。

一代で恵盛庵を築
き上げたご主人。蕎
麦へのこだわりは止
むことを知らず！

通年人気のざるそばは2枚で950円。県内だけでなく県外にもファンが多い。

風
味
豊
か
な
手
打
ち
蕎
麦
を
召
し
上
が
れ

阿木の蕎麦畑。主人自ら視察し、お店
の蕎麦に使うことを決定。

手
打
蕎
麦
家

恵
盛
庵
け
い
せ
い
あ
ん

面

津

中

川

白

探

検

隊
　

中
津
川
の
老
舗
の
蕎
麦
屋
。

最
初
は
、
昭
和
２
年
に
う
ど
ん

屋
と
し
て
開
業
し
た
。
二
代
目

か
ら
蕎
麦
を
出
す
よ
う
に
な
っ

た
。
現
在
は
蕎
麦
や
う
ど
ん
の

他
に
会
席
料
理
な
ど
、
旬
の
食

材
を
使
っ
た
料
理
や
地
酒
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
。
ざ
る
そ
ば

（
7
5
0
円
）や
天
ざ
る（
1
3
0

0
円
）の
ほ
か
、
春
限
定
の
瀬
戸

の
筍
を
使
っ
た
蕎
麦
も
お
す
す

め
。
三
代
目
主
人
の
鈴
木
康
利

さ
ん
は
強
い
粘
り
気
と
コ
シ
が

あ
る
地
元
阿
木
産
の
蕎
麦
粉
を

積
極
的
に
使
用
し
、
店
に
地
元

の
画
家
が
描
い
た
絵
を
飾
る
な

ど
、
地
元
に
こ
だ
わ
っ
た
店
づ
く

り
を
進
め
て
い
る
。

data

data住所　中津川市馬籠5438-1
TEL 0264-59-2311
営業時間 11:30～蕎麦がなくなり次第
不定休

＜本店＞
住所　　中津川市太田町2-2-31
TEL 0573-65-2075
営業時間　11：30～15：00、

16：00～20：00 水曜定休
＜支店＞
TEL 0573-66-7683
営業時間　11：30～17：00 年中無休
＊本店から南へ徒歩２分

蕎
麦
を
味
わ
う
。

蕎
麦
を
味
わ
う
。
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I
T
プ
ラ
ザ
と
れ
び

中津川市太田町2-2-35
営業時間　13:00～20:00
TEL 0573-65-4912
年中無休
http://www.it-trevi.jp/

中
津
川
市
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
「
に
ぎ
わ
い
プ
ラ
ザ
」。
そ
の

二
階
に
、
中
京
学
院
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

は
あ
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
室
と
第
１
・
２
教
室
が
あ

り
、
大
学
が
主
催
す
る
市
民
対
象
の
各
種
講
座
や
、

講
演
会
等
が
定
期
的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

４
月
か
ら
学
園
本
部
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

中
京
学
院
大
学

駅
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

中京学院大学が、中津川駅前から情報発信！

岐
阜
県
、
中
津
川
市
、
中
津
川
商
工
会
議
所
そ
し

て
中
京
学
院
大
学
の
産
官
学
が
一
つ
と
な
り
、
パ
ソ
コ

ン
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
、
I
T
に
よ
っ
て
街
の
活

性
化
を
図
ろ
う
と
い
う
試
み
だ
。
業
務
内
容
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制
作
、
パ
ソ
コ
ン

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
で
、
そ
の
全
て
を
中
京
学

院
大
学
の
学
生
が
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
お
客

さ
ん
の
立
場
を
考
え
、
個
人
個
人
に
合
わ
せ
た
講
習
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制
作
に
力
を
入
れ
て
い
く
予
定
だ
。

中津川市栄町1-1
営業時間　14:00～19:00
TEL 0573-65-8711

日
中
文
化
交
流
の
橋
渡
し

中
京
学
院
大
学
　
薛
鳴
教
授

せ
つ
め
い

data

data

MESSAGECGU

反
対
に
日
本
の
文
化
の
い
い
と
こ
ろ

を
取
り
入
れ
た
例
も
あ
り
ま
す
。
お
風

呂
で
す
。
留
学
生
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し

た
時
に
、
お
風
呂
に
入
っ
て
、
西
洋
式

に
湯
を
抜
い
て
し
ま
っ
た
の
で
す（
笑
）。

私
の
親
は
日
本
に
来
た
と
き
に
湯

船
に
浸
か
る
入
浴
方
法
が
気
に
入
っ

て
、
実
家
の
風
呂
に
湯
船
を
作
り
ま

し
た
。
し
か
し
中
国
に
は
風
呂
の
ふ

た
が
売
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
帰
る
と
き

に
日
本
か
ら
風
呂
の
ふ
た
を
持
っ
て
行

き
ま
し
た
。
私
の
地
元
で
は
、
ち
ょ
っ

と
し
た
日
本
式
の
お
風
呂
が
ブ
ー
ム

に
な
り
そ
う
で
す
（
笑
）。

日
本
と
中
国
の
文
化
の
違
い
だ
け
で

な
く
、
若
い
人
と
の
世
代
の
違
い
も
あ

り
ま
す
。
中
京
学
院
大
学
に
は
、
中
国

か
ら
の
留
学
生
も
多
く
学
ん
で
い
ま

す
。
お
互
い
の
い
い
と
こ
ろ
を
学
び
あ

っ
て
知
り
合
っ
て
、
よ
り
よ
い
文
化
を

築
い
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
そ

の
た
め
の
お
手
伝
い
を
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

私
は
20
年
以
上
前
に
日
本
へ
留
学
生

と
し
て
や
っ
て
き
て
、
そ
の
後
、
14
年

程
前
に
東
濃
地
区
へ
や
っ
て
き
ま
し

た
。
日
本
と
中
国
の
文
化
の
違
い
を
身

を
も
っ
て
感
じ
て
き
ま
し
た
。

身
近
な
例
で
言
う
と
、
中
国
語
で

「
ラ
ー
メ
ン
」
は
「
拉
面
」
と
書
き
ま
す

が
、
こ
れ
は
麺
を
手
で
引
っ
張
っ
て
延

ば
す
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
つ
ま
り
麺

を
切
る
の
は
、
正
式
に
は
ラ
ー
メ
ン
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
と
中
国
人
は
誰
で
も
烏
龍
茶

を
飲
ん
で
い
る
と
日
本
人
は
思
っ
て
い

る
み
た
い
で
す
が
烏
龍
茶
は
福
建
省
の

お
茶
。
私
は
日
本
に
来
て
初
め
て
烏
龍

茶
を
飲
み
ま
し
た（
笑
）。
出
身
地
の
吉

林
省
で
は
、
ジ
ャ
ス
ミ
ン
茶
を
飲
み
ま

す
。
学
生
に
ジ
ャ
ス
ミ
ン
茶
を
ふ
る
ま

っ
た
と
こ
ろ
「
ト
イ
レ
の
に
お
い
が
す

る
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
シ
ョ

ッ
ク
で
し
た
。
そ
ん
な
に
臭
い
の
か
と

悩
み
ま
し
た
。
翌
日
に
な
っ
て
ト
イ
レ

に
置
い
て
あ
る
芳
香
剤
の
香
り
に
似

て
い
る
と
わ
か
り
ま
し
た
。

薛鳴教授 担当科目／中国語　日本語
せつめい
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岐
阜
県
中
津
川
市
の
苗
木
地
区
か
ら

蛭
川
地
区
に
か
け
て
の
一
帯
は
、
苗
木

花
崗
岩
と
呼
ば
れ
る
花
崗
岩
の
分
布
域

で
、
水
晶
、
ト
パ
ー
ズ
、
ア
ク
ア
マ
リ

ン
、
サ
フ
ァ
イ
ア
を
は
じ
め
多
種
多
様

な
鉱
物
が
産
す
る
地
域
で
あ
る
。

冨
田
進
先
生
は
、
年
間
５
〜
６
回

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
鉱
物
採
集
の
授

業
で
山
に
出
か
け
る
。
目
で
見
て
、
触

れ
て
覚
え
る
、
特
色
の
あ
る
授
業
だ
。

冨
田
先
生
は
、
小
学
校
４
年
の
時
に

当
時
の
理
科
の
先
生
に
連
れ
ら
れ
て
瑞

浪
ま
で
化
石
を
採
取
し
に
来
た
。
そ
こ

で
進
少
年
は
、
巻
貝
の
化
石
と
植
物
の

ク
ヌ
ギ
の
化
石
を
と
っ
た
。
今
で
も
彼

の
宝
物
で
あ
る
。
以
来
、
日
曜
日
に
な

る
と
父
親
と
鉱
物
や
化
石
を
採
り
に
出

か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
い
っ
て
も

父
親
は
、
山
の
麓
で
大
好
き
な
お
酒

を
飲
む
の
が
目
的
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
趣
味
が
、
そ
の
ま
ま
職
業
に

な
っ
た
。
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
鉱
物

や
化
石
を
求
め
て
旅
し
た
。
１
７
０
０

万
年
前
の
イ
カ
の
化
石
か
ら
進
化
の
過

程
を
発
見
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
近
い

種
類
の
も
の
が
イ
タ
リ
ア
の
ト
リ
ノ
に

も
あ
る
と
い
う
。
学
会
で
イ
タ
リ
ア
に

行
っ
た
と
き
に
ト
リ
ノ
大
学
を
訪
ね
た
。

冨
田
先
生
の
お
話
に
は
、
地
球
規
模

の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
ロ
マ
ン
が
広
が

っ
て
い
る
。
学
問
と
は
、
本
来
こ
う
あ

る
べ
き
で
あ
る
と
冨
田
先
生
は
考
え
て

い
る
。

「
学
生
が
好
き
な
こ
と
を
勉
強
し
よ
う

と
い
う
原
点
に
な
る
環
境
を
作
っ
て
あ

げ
る
の
が
教
師
の
役
目
で
あ
る
」

冨
田
先
生
の
お
す
す
め
の
場
所
は
、

中
津
川
市
鉱
物
博
物
館
。
東
濃
地
区
の

鉱
物
を
は
じ
め
隕
石
や
化
石
も
展
示
さ

れ
て
い
る
。
同
博
物
館
の
あ
る
苗
木
地

区
は
、
工
事
現
場
や
石
切
り
場
な
ど
を

探
す
と
今
で
も
貴
重
な
鉱
物
や
宝
石
が

見
つ
か
る
と
い
う
。
先
生
の
授
業
に
参

加
し
て
、
宝
石
の
原
石
を
手
に
入
れ
た

男
子
生
徒
は
、
そ
れ
を
研
磨
し
て
、
彼

女
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
と
い
う
。（
採

取
を
許
可
さ
れ
た
地
域
に
限
る
）

CGU
ESSAGE

冨田進教授
担当科目／地球の科学、地球環
境と生物進化、自然と生態系、
生活の科学、日本の自然

中央自動車道「中津川IC」から車で15分
JR中津川駅から付知方面行バス
「夜明けの森」バス停下車徒歩25分

夜明けの森きらめきパーク 中津川市鉱物博物館　

冨
田
進
教
授
の
お
す
す
め
中
津
川

夜
明
け
の
森
き
ら
め
き
パ
ー
ク

中
津
川
市
鉱
物
博
物
館

access

data中津川市苗木639-15
TEL0573-67-2110
http://www.city.nakatsugawa.gifu.jp/museum/

M
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岐
阜
県
と
の
合
併
を
経
て
、
中
津
川

市
と
な
っ
た
馬
籠
（
ま
ご
め
）。
土
地
の

伝
統
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
も
、
新
し
い
一

歩
を
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
こ
の
町

に
今
、
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

木
曽
六
十
九
次
の
中
で
43
番
目
に
あ

た
る
馬
籠
宿
は
、
恵
那
山
の
清
ら
か
な

水
が
流
れ
る
「
坂
の
あ
る
宿
場
」
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
。
明
治
か
ら
昭
和
に

か
け
て
活
躍
し
た
文
豪
、
島
崎
藤
村
の

生
誕
地
と
し
て
も
有
名
で
あ
り
、
1
9

7
8
年（
昭
和
53
年
）の
長
野
国
体
が
開

催
さ
れ
た
時
に
は
昭
和
天
皇
皇
后
両
陛

下
も
こ
の
地
を
訪
れ
た
。
ゆ
っ
た
り
と

つ
づ
く
上
り
坂
を
行
け
ば
、
目
を
惹
く

の
が
石
垣
に
建
て
ら
れ
た
土
産
物
屋
や

食
事
処
の
数
々
。
江
戸
情
緒
あ
ふ
れ
る

宿
を
め
ぐ
り
な
が
ら
、
こ
こ
で
し
か

食
べ
ら
れ
な
い
グ
ル
メ
や
お
気
に
入
り

の
一
品
を
探
し
て
み
よ
う
。

新
し
い
中
津
川

馬
籠
宿
を
巡
る

【
平
成
の
越
県
合
併
記
念
】

明
る
く
商
い
上
手
な

上
扇
屋
三
代
目
。
研

ぎ
澄
ま
さ
れ
た
舌
と

豊
富
な
経
験
で
銘
酒

を
見
極
め
る
。

お
店
の
グ
ッ
ズ
は
す
べ

て
ご
主
人
が
選
び
ぬ
い

た
一
品
ば
か
り
。

馬
籠
宿
ふ
も
と
の
入
り
口

に
て
。
石
畳
の
坂
道
を
上
が

っ
て
い
け
ば
、
ま
る
で
江
戸
時

代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か

の
よ
う
な
趣
き
あ
る
町
並
み

が
目
の
前
に
広
が
る
。

飲
み
終
わ
っ
た
後
の
岩

魚
は
炙
っ
て
食
べ
よ
う
。

今
な
ら
竹
製
の
ぐ
い
飲

み
も
付
い
て
く
る
。

こ
こ
で
し
か
揃
わ
な
い
限

定
酒
「
7
つ
の
笑
い
酒
」

は
5
月
の
連
休
に
発
売
。

予
約
必
須
！

馬
籠
宿
の
町
並
み

坂
道
を
上
り
疲
れ
て
ち
ょ
っ
と
休
憩
、

そ
ん
な
場
所
に
あ
る
の
が
馬
籠
茶
屋
。
40

年
近
く
続
い
た
、
民
宿
と
食
事
処
の
老
舗

で
あ
る
。
人
気
は
醤
油
ベ
ー
ス
の
秘
伝
ダ
レ

に
ク
ル
ミ
を
加
え
て
焼
き
あ
げ
た
五
平
餅

（
3
本
6
0
0
円
）。
甘
辛
く
香
ば
し
い
風
味

が
、
訪
れ
た
人
を
虜
に
し
て
い
る
。
自
家

農
園
の
食
材
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
が
美
味
し

く
、
よ
も
ぎ
蕎
麦
（
8
5
0
円
）
は
健
康
に
良

い
と
評
判
。
4
月
に
は
旬
の
山
菜
を
使
っ

た
天
ぷ
ら
（
1
0
0
0
円
）
が
美
味
し
い
。

馬
籠
茶
屋

あ
り
き
た
り
の
お
土
産
に
は
も
う
飽
き
た

…
そ
ん
な
あ
な
た
に
行
っ
て
ほ
し
い
の
が
こ

こ
。
店
内
に
は
ス
ズ
メ
バ
チ
の
焼
酎
漬
け

（
8
5
0
円
）
や
、
シ
ュ
ロ
の
葉
の
動
物
細
工

（
1
0
0
0
円
〜
）
を
始
め
と
し
た
ユ
ニ
ー
ク

な
グ
ッ
ズ
が
数
多
く
並
ん
で
い
る
。
中
で
も

オ
ス
ス
メ
な
の
が
岩
魚
の
骨
酒
セ
ッ
ト（
1
0

0
0
円
）。
燻
製
の
岩
魚
を
竹
筒
に
入
れ
、

熱
燗
を
入
れ
て
い
た
だ
く
と
い
う
、
酒
好
き

に
は
た
ま
ら
な
い
一
品
。

鈴
見
屋
す
ず
み
や

明
治
か
ら
昭
和

に
か
け
て
活
躍
し

た
文
豪
、
島
崎
藤

村
の
生
誕
地
縁
の

場
所
に
建
て
ら
れ

た
記
念
館
。
館
内

に
は「
夜
明
け
前
」、

「
嵐
」
な
ど
の
作
品

原
稿
が
展
示
さ
れ

て
い
る
。

藤
村
記
念
館

馬
籠
宿
の
頂
上
、

妻
籠
宿
入
り
口
付

近
に
あ
る
展
望
台

か
ら
の
風
景
。
晴

れ
て
い
れ
ば
雄
大

な
恵
那
山
の
姿
を

一
望
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

展
望
台
か
ら
の
眺
め

良
質
な
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
使
っ

た
五
平
餅
。
五
平
餅
の
タ

レ
も
6
5
0
円
で
購
入
可
。

向
か
い
に
あ
る
民
宿

の
食
堂
も
兼
用
し
て

い
る
店
内
。
名
物
木

曽
路
ビ
ー
ル
も
ご
賞

味
あ
れ
。

馬
籠
宿
の
ほ
ぼ
頂
上
、
宿
と
恵
那
山
を

見
渡
せ
る
絶
景
に
佇
む
酒
店
。
木
曽
の
地

酒
の
中
で
も
限
定
酒
を
メ
イ
ン
に
取
り
扱
っ

て
お
り
、
そ
の
数
は
30
品
近
く
あ
る
。
吟
醸

生
原
酒
、
に
ご
り
生
原
酒
、
純
米
生
原
酒

な
ど
は
1
5
0
0
円
前
後
と
手
頃
な
価
格
で
、

若
者
に
も
オ
ス
ス
メ
。
試
飲
も
で
き
る
の

で
、
自
分
の
好
み
に
合
っ
た
お
酒
を
吟
味
し

て
購
入
可
能
。
季
節
ご
と
に
旬
の
銘
酒
を

仕
入
れ
て
い
る
の
で
、
足
を
運
ぶ
た
び
に

新
し
い
美
酒
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
る
。

上
扇
屋
商
店
か
み
お
う
ぎ
や
し
ょ
う
て
ん

山
の
斜
面
に
石
垣
を
積
み

上
げ
、
屋
敷
を
築
い
た
跡
が

現
在
も
残
っ
て
い
る
。
奥
に

見
え
る
の
は
、
恵
那
山
の
水

を
利
用
し
て
米
つ
き
や
粉
挽

き
に
使
わ
れ
て
い
た
水
車
。

石
垣
と
水
車
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data
住所　中津川市馬籠4279
TEL 0264-59-2601
営業時間　11:00～17:00
不定休

data

住所　中津川市馬籠4322-1
TEL 0264-59-2007
営業時間　8:30～18:30
不定休

data
住所　中津川市馬籠4296
TEL 0264-59-2038
営業時間　11:00～15:00
不定休
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